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財務諸表に対する注記 

 

１．重要な会計方針 

  ｢公益法人会計基準｣（平成２０年４月１１日 平成２１年１０月１６日改正 内閣府 

  公益認定等委員会）を適用している。 

 

  （１）有価証券の評価基準及び評価方法 

     満期保有目的の債券： 

      償却原価法（定額法）によっている。但し、重要性が乏しいものについては、 

      取得価額により評価している。 

 

     満期保有目的の債券並びに子会社株式及び関連会社株式以外の有価証券： 

      期末日の市場価格等に基づく時価法（売却原価は移動平均法により算定）に 

      よっている。 

 

  （２）リース取引の処理方法 

     リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・ 

     リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっ 

     ている。 

 

  （３）消費税等の会計処理 

     消費税等の会計処理は、税込方式によっている。 

 

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高 

  基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。  （単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

　　預金 5,140,200 4,000,000 ― 9,140,200

　　投資有価証券 1,990,615,201 304,490,610 ― 2,295,105,811

計 1,995,755,401 308,490,610 0 2,304,246,011

特定資産

　　預金 9,425,304 ― ― 9,425,304

　　投資有価証券 130,489,200 30,553,600 ― 161,042,800

計 139,914,504 30,553,600 0 170,468,104

合計 2,135,669,905 339,044,210 0 2,474,714,115
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３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳 

  基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。      （単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．満期保有目的債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益 

  満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。 

（単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

科目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に
対応する額）

基本財産

　　預金 9,140,200 (9,140,200) (0) ―

　　投資有価証券 2,295,105,811 (2,295,105,811) (0) ―

計 2,304,246,011 (2,304,246,011) (0) ―

特定資産 ―

　　預金 9,425,304 (0) (9,425,304) ―

　　投資有価証券 161,042,800 (0) (161,042,800) ―

計 170,468,104 (0) (170,468,104) ―

合計 2,474,714,115 (2,304,246,011) (170,468,104) ―

有価証券銘柄 帳簿価額
時価

(2024/3/31現在)
評価損益

第１３８回利付国債 34,656,650 37,599,870 2,943,220

第１５回さいたま市公募公債 4,992,700 4,977,800 △ 14,900

基本財産合計 39,649,350 42,577,670 2,928,320

第５６回ソフトバンクグループ社債 20,000,000 19,616,400 △ 383,600

第１３２回利付国債 29,823,600 32,627,400 2,803,800

第１５７回利付国債 19,130,400 18,327,640 △ 802,760

特定資産合計 68,954,000 70,571,440 1,617,440

合計 108,603,350 113,149,110 4,545,760


